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凡 事 徹 底                  
         内子中学校長  西本 晃 

市郡総体（球技・武道の部） どの部活動も頑張りました！！  

雨のため、延期になっていた軟式野球の準決勝、決勝が６月３日に行われ、市

郡総体（球技・武道の部）の全ての競技が終了しました。本校は、男子剣道部（７

名）、男子ソフトテニス部（８名）、ソフトボール部（10 名：認定）が団体優勝

し、県総体への出場権を獲得しました。また、個人戦でも、男子剣道部のＭ・Ｄ

君が２位、女子剣道部のＭ・Ｓさんが４位、男子ソフトテニス部のＯ・Ｈ君、Ｎ・

Ｍ君ペアが２位、女子ソフトテニス部のＫ・Ｈさん、I・Ｙさんペアが４位に入

り、県総体への出場権を獲得しています。 

また、団体準優勝の女子剣道部を始め、どの部活動の選手もやり切って、最高

の笑顔で大会を締めくくりました。                                    

    祝！優勝 男子ソフトテニス部  祝！優勝 男子剣道部（県総体出場） 

（県総体出場）      準優勝 女子剣道部 

  

 

 

 

 

 

  
 

祝！優勝 ソフト部（県総体出場）  サッカー部 ４対５で惜敗 

  

 

 

 

 

 

 

 

女子バスケ部 12点差で惜敗   男子バスケ部 やり切りました！ 

  

 

 

                   

 

 

 

 



野球部 五十崎中との合同チームで 

粘り強く戦いました！      女子テニス部 １対２で惜敗 

  
女子バレー部 大接戦でした！  吹奏楽部・生活情報部等 大応援団 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

今回の大会は、文化部の生徒も応援で参加しました。また、多くの保護者の皆

様にも、会場に足をお運びいただき、温かい御声援を賜りました。 

普段教室で見る友達とは違う姿、家庭とは違ったお子さんの姿を見ることが

でき、心を動かされた人も多いのではないかと思います。 

なお、６月 13日には、陸上・水泳大会も行われます。短い練習期間での大会

となりますが、選手の皆さんの活躍を願っています。 

総体を終えて（教職員のつぶやきコーナー）  
市郡総体が終わりました。まずは、県総体出場を決めた皆さん、おめでとうご

ざいます。高いレベルでの戦いに向け、市郡総体をしっかり振り返り、鍛えたり

修正したりすべきことを考え、「もっとできる」と信じ、更なる高みを目指して

次のステップに入ってください。 

また、惜しくも敗れた皆さん、特に、今回の大会で引退する３年生の皆さん、

お疲れ様でした。部活動で学んだことはこれからの人生に必ず役立ちます。「や

ればできる」の言葉には、「やれば成長できる」との意味があるそうです。 

きっと、努力を惜しまず仲間とともに頑張り続けたことは、皆さんの今後の生

活を支えてくれると思います。やり遂げたことに誇りを持つとともに、新たな目

標を定め、その達成に向け頑張ってください。 

 


